
一、自然を尊び、健康で快適な、住みよい町をつく りましょう 。

一、意欲に満ち、活力あふれる、豊かな町をつく りましょう 。

一、心豊かな、ふれあいのある、明るい町をつく りましょう 。

一、教養を深め、文化のかおり 高い、う るおいのある町をつく りましょう 。

一、人を愛し 、たすけあう 、平和な町をつく りましょう 。

町民憲章

わたく し たちは、快適な生活環境と 、健全で文化的な、明るく 住みよい

平和な町の実現をめざし て、ここ に町民憲章を定めます。

町の花 みかんの花

「 年中みかんのと れるまち」にふさ わしく 、町内一円に柑橘が栽培さ れ

ており 、春先になると 一面に白い花が咲き、ほのかな甘い香りを漂わ

せている。

町の鳥 ホオジロ

顔に顕著な 白斑があるスズメ に似た小鳥で 、チッ ツ チッ ツ チッ ツ ー

チーと さ えずり 、俗にこ れを「 一筆啓上つかまつり そう ろう 」と 表現さ

れている。松並本（ クロマツ）、柑橘園等に多く 住み、声がよいこと でよ

く 知られている小鳥である。

町の木 ク ロマツ

樹皮は暗黒色で厚く 、亀甲状に割れ目ができ 、葉は太く て堅く オト コ

マツ 、オマツ 、オンマツと も 呼ばれている。熊野灘の七里御浜海岸に

沿った松並本（ ク ロマツ）は紺碧の海と 調和し 、美し い景観を 呈し て

いる。

町の花・ 鳥・ 木

町章

御浜町の「 み」を図案化し たも ので上の円形は

常に平和であること を希い

全体を扇形に末広とし 、

限り ない発展をあら わし ている。



　 本町では、令和３ 年度に「 第６ 次御浜町総合計画」を策定し 、「 私たちみんな

が、町への誇り と 愛着を大切にし 、私たちみんなが、主体と なって進めるまち

づく り 」を基本理念と 定めまし た。

　 また、「 健康・ 安心」「 自立・ 協働」「 活力・ 挑戦」を 大切にする 価値観とし て掲

げ、将来像である「 一人ひと り が、幸せを 実感し 、『 みはま 』らし く 輝く まち 」の

実現に向け、様々な取組を進めてまいりまし た。

　 前期基本計画期間においては、主に子育て支援施策とし て小中学校の給

食費無償化を実現すると と も に、保育料の完全無料化を行う など 将来を担う

こども たちと その家庭を支える環境整備を積極的に進めてまいりまし た。

　 こう し た取組は、子育て世代が安心し て暮ら せる町を目指す本町の姿勢を

示すも のであり 、次代に希望をつなぐ 大きな一歩と なりまし た。

　 一方で、新型コ ロナウイルス感染症の影響や物価高騰、頻発する自然災害

など、社会経済情勢は大きく 変化し まし た。

　 加えて、本町においても 人口減少と 少子高齢化の進行、地域活動の担い

手不足や財政状況の厳し さ など 、町を取り 巻く 環境は一層厳し さ を 増し てい

ます。

　 今回策定し た「 第６ 次御浜町総合計画（ 後期基本計画）」では、こ れまでの取

組の成果と 課題を踏まえ、地域資源の効率的な運用と 最適化を進めると と も

に、人口減少は避けえぬも のとし て正面から 受けと め、たと え人口が今の半

分になったとし ても 持続可能な町であり 続けること を目指し てまいります。

地域の力を 結集し 、

次代につながる新たな御浜町の

礎を築く ために



御浜町長　　

  大畑　覚

　 また、町の一大プロジェクト である小中学校の新校舎設立をはじ め、子育て

環境のさ ら なる充実を図り 、若者や女性に選ばれる魅力ある地域づく り を推

進し 、安心し て暮らし 続けら れる“新たな御浜町”の姿を描いてまいります。

　 人口減少や社会構造の変化など 時代の転換点にあっ ては、時に前へ進む

力と 立ち 止まり 見つめ直す判断の両立が求めら れる、極めて難し いかじ 取り

の時期でも あります。

　 それでも なお私たちは未来を見据え、地域の力を結集し ながら 次代につな

がる新たな御浜町の礎を築いてまいります。

　 また、厳し い社会情勢の中にあっても 、御浜町に暮ら す一人ひとり が誇りと

喜びを 感じ ら れるよう 、町民が主役の「 オール御浜」のまち づく り を 力強く 推

進し てまいります。

　 町民の皆さ まにおかれまし ても 、今後と も 一層のご理解と ご協力、そし て積

極的なまちづく り への参画をお願い申し 上げます。

　 結びに、本計画の策定にあたり 、貴重なご 意見をお寄せいただいた町民の

皆さ まをはじ め、慎重なご 審議と ご 提案をいただいた総合計画審議会の委員

各位、なら びに関係機関の皆さ まに心から 感謝を申し 上げます。

令和８ 年３ 月
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